
スマートフィーディングソリューションスマートフィーディングソリューション
粉粒体用定量供給装置.粉粒体用定量供給装置.
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幅広いアプリケーションに対応可能な供給能力

K-トロン　モジュラーフィーダK-トロン　モジュラーフィーダ

すべてのフィーダは
容積式フィーダから

原則として、容積式供給は最
もシンプルで経済的なフィ
ーディングソリューションで
す。ホッパー内に投入された
粉粒体は、設定された供給
速度に応じて、単位時間毎
の量が連続的に次のプロセ
スへと供給されます。重量式
供給では、サンプルの時間

および量を計測、計量して行
うキャリブレーションにより
スクリューの回転速度を調
整し、供給量を決定します。
容積式供給では重量のフィ
ードバックはありませんが、
ホッパー内でもかさ比重に
変化のない粉粒体であれば
問題になりません。

K-トロンは、粉粒体材料の広
範囲に及ぶハンドリングア
プリケーションに対応した、
フィーディング、プレフィーデ
ィング、バッチ供給などの様
々なソリューションを提供し
ています。

シングルスクリューフィーダシングルスクリューフィーダ
ペレットや顆粒、流動性の
良い粉体の供給に適してい
ます。

ツインスクリューフィーダツインスクリューフィーダ
顔料のように粘着性やブリ
ッジ性のある粉末や液体

に近い流動性を持つ粉体、
また、
繊維、グラスファイバー等の
取扱いが困難な材料の供給
に適しています。

振動フィーダ振動フィーダ
流動性の良いフレークや粉
体、その他、砕けやすい材料
をやさしく供給します。

BSP(バルクソリッドポンプ)BSP(バルクソリッドポンプ)
流動性の良いペレットや顆
粒、または砕けやすいフレー
ク等の材料をやさしく正確
に供給できるよう設計され
ています。

BSPフィーダ

用途に合わせた 
フィーダの選択を 重量式ベルトフィーダ重量式ベルトフィーダ

流動性が良く砕けやすい材
料の大容量供給に優れてお
り、材料をやさしく取扱うこ
とができます。スペースに制
限がある場所でも使用しや
すい設計になっています。

スマートフローメータスマートフローメータ
流動性が良く砕けやすい材
料の取扱いに優れ、大容量
の計量が可能です。

ロス・イン・ウェイト式ベルトフィーダロス・イン・ウェイト式ベルトフィーダ

振動フィーダ振動フィーダ

BSP(バルクソリッドポンプ)BSP(バルクソリッドポンプ)

ツインスクリューフィーダツインスクリューフィーダ

シングルスクリューフィーダシングルスクリューフィーダ

重量式ベルトフィーダ重量式ベルトフィーダ

スマートフローメータスマートフローメータ

L/hr
ft3/hr
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ロス・イン・ウェイト式 ロス・イン・ウェイト式 
供給原理供給原理
供給される材料を含むホッ
パーと供給装置は、計量シス
テムである台秤またはサス
ペンション型秤の上に配置
されます。供給装置とホッパ
ーの重量は、電子的に風袋
引きされます。粉粒体または
液体材料は、計量コントロー
ルシステムで決定された単
位時間あたりの減少重量の
結果を元に、供給装置により
ホッパーから排出されます。
単位時間あたりの実減少量
は、連続供給設定値（セット
ポイント）に基づいた単位時
間あたりの要求減少量と比
較されます。その結果、実流
量と設定値の間に差がある
場合には、供給速度が補正
されます。
ホッパー内の材料重量が下
限重量に達すると、充填プロ
セスが働きます。充填の間は
重量が増加するため、コント
ローラは重量の履歴と直前
の重量減少サイクルにおけ
る速度情報を元に供給速度
を自動調整し、定量供給を
維持します。
高分解能、高反応の免震計
量システムに自動チューニ
ングコントロールを組み合
わせる場合には、ロス・イ
ン・ウェイト式の供給は最も
精度の高い供給方法になり
ます。

供給原理 コア・フィーディングテクノロジー

モジュラー
ツインスクリューフィーダ

高度な制御高度な制御
フィーダのアプリケーションが
どれだけ単純か複雑かに関係
なく、K-トロンはお客様の予算
とニーズに応じて設計された
コントロールソリューションを
提供します。K-トロンのスマー
トコネックス（SmartConnex™
）のコンセプトは、フィーダの機
械部分のデザイン、制御のアル
ゴリズム、そして重量検知のテ
クノロジーなどを統合した新型
の統制環境を実現しました。こ
のことにより据付時の費用、日
々の運転コストを大きく減少さ
せると共に、システムの使いや
すさ、保守の容易さを追求し、
最高レベルの性能を発揮する
ことに成功しました。マルチフ
ィーダアプリケーションでは、
スマートコネックスは優れた性
能とシンプルなフィールド配線
技術を使用するためのネット
ワーク構築に利用されます。

容積式供給原理容積式供給原理
コントローラで設定した供
給速度に応じて、単位時間
毎の量（容積）の材料が連続
的にホッパーから排出され
ます。実際の供給量は、キャ
リブレーションにより決定さ
れます。供給精度は、材料の
流動特性の均一性や、かさ
比重に依存しています。
アプリケーション例：高い供
給精度の要求されないシン
プルで低コストのソリューシ
ョンとして

重量式供給原理重量式供給原理
材料の重量を測定すること
で供給装置の速度を調整
し、粉粒体や液体材料をホ
ッパーから排出します。この
コントロールシステムは、流
動特性に均一性のない材
料のかさ比重の変動を補償
し、高精度の供給を実現し
ます。
アプリケーション例：供給監
視，材料管理，手動またはホ
ストコンピューターからのセ
ットポイントの設定，マスタ
ー/スレーブオペレーション
によるセットポイントの設定

材料ハンドリング材料ハンドリング
プロセスのアプリケーションには2つとして同じものはあ
りません。K-トロンは、あらゆる業界で広範囲にわたる材
料ハンドリングソリューションを提供してきました。容積
式フィーダ、ロス・イン・ウェイト式フィーダ、重量式ベルト
フィーダ、フローメータ、輸送システムなどこれら全ての
装置は、個々のアプリケーションへの最適なソリューショ
ンとして、それぞれに合わせた構成で
提供されます。

精密な計量精密な計量
K-トロン独自の振動ワイヤー計
量技術は、「重量が加わ
った際に振動ワイヤー
の張力が変化すること
により、振動の共振周波
数が変化する」という理論に
基づき重量を正確に測定しま
す。与えられた重量から派生した力は、機械的にワイヤー
に伝えられます。共振周波数は、重量を決定するために
測定されます。K-トロンが特許を取得しているデジタル式
計量器、スマート・フォース・トランスデューサー（SFT）で
は、信号は内蔵のマイクロプロセッサーでデジタル重量
信号に変換されます。次にその信号は、RS 485によりノイ
ズのない状態でコントローラに伝達されます。全てのSFT
は、0.02秒あたり800万分の1の質量分解能を実現しま
す。SFTの保証期間は5年です。
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柔軟なソリューションのための 柔軟なソリューションのための 
モジュラータイプ製品ラインモジュラータイプ製品ライン

液体フィーダ液体フィーダ
重量式の液体添加装置で
す。用途に応じたサイズのポ
ンプやタンクに、SFTテクノ
ロジーを使用したロードセ
ルを組み合わせることが可
能です。

ツイン＆シングルスクリューツイン＆シングルスクリュー
フィーダフィーダ
スクリュー等の各種パーツ
の選択により、様々な粉粒体
の供給に対応します。
供給範囲：0.14 - 45,300 L/
hr

ロス・イン・ウェイト式 ロス・イン・ウェイト式 
ベルトフィーダベルトフィーダ
融点の低い材料や壊れやす
い材料でも、材料にストレス
を与えずやさしく取り扱うこ
とができます。
供給範囲：1 - 1,200 L/hr

振動フィーダ振動フィーダ
振動トレイは3種のサイズか
ら選択できます。グラスファ
イバーなどの取扱いの難し
い繊維材料にも対応した、フ
ァイバータイプの振動フィー
ダもあります。
供給範囲：1 - 8,500 L/hr

コンパクトタイプ コンパクトタイプ 
微量供給フィーダ微量供給フィーダ
シングルスクリュー式、ツイ
ンスクリュー式、振動式があ
ります。微量供給でも安定し
た高精度供給を実現します。
供給範囲：0.03 - 313 L/hr

クイックチェンジフィーダクイックチェンジフィーダ
1つのギアボックスで、シン
グルとツインのフィード部分
が使用可能です。洗浄も容
易に行え、増産にも柔軟に
対応できます。
供給範囲：0.42 - 4,404 L/hr

ファーマタイプフィーダファーマタイプフィーダ
特殊工具を使用せずにワン
タッチでの分解、組立が可能
であり、運転後の洗浄が容
易に行えるサニタリータイ
プのフィーダです。モータや
ギアボックスのハウジングは
ステンレスです。
供給範囲：0.13 - 2,012L/hr

バルクソリッドポンプ（BSP）バルクソリッドポンプ（BSP）
流動性の高いペレットや顆
粒、または砕けやすいフレー
ク等の材料をやさしく正確
に供給できるよう設計され
ています。
供給範囲：2 - 6,700 L/hr
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K4G 重量式ブレンダーK4G 重量式ブレンダー
プラスチックのコンパウンド
や押出機のアプリケーショ
ン用に設計されたシステム
で、6台までのフィーダをコ
ンパクトに設置することがで
きます。
供給範囲：0.5- 2,388 L/hr

重量式ベルトフィーダ（中重量式ベルトフィーダ（中
型）型）
2種のサイズがあり、ハウジ
ングの有無も選択できます。
ロードセルを1つ追加するこ
とで利用可能な自動風袋キ
ャンセル機能は、キャリブレ
ーションやメンテナンスの時
間を節約します。
型式：SWB-300/600
供給範囲：10 - 80,000 L/hr

重量式ベルトフィーダ（大重量式ベルトフィーダ（大
型）型）
大容量供給および計量に利
用可能な、高能力ベルトフィ
ーダです。サイズは3種あり、
ハウジングの有無も選択で
きます。
型式：SWB-650/800/1000
供給範囲：2,000 - 120,000 
L/hr

供給能力供給能力
供給能力の範囲は、装置の
構成と選択したロードセル
の容量によって決定されま
す。いずれのタイプのフィー
ダも、スクリューや減速機な
どのモジュラー部分を交換
することで供給能力の調整
が可能です。記載されてい
る供給能力は、そのフィー
ダの最小から最大量供給用
の装置構成の範囲で表して
います。単一の構成での一
般的な供給能力範囲は20:1
です。

K-トロン スマートフローメータ(K-SFM)
粉粒体取扱いにおける信頼性の
高い供給、計量、モニタリングを
実現するために、K-SFMは伝統的
なフィーダ構成にとっての理想的
な代替手段となります。K-SFMは
可動部品を持たないため、粉粒
体を優しく取り扱うことができま
す。これは他の流量計にない明
確な利点です。そのシンプルな
がら強固なデザインは、K-SFM
のあらゆる条件下における高
精度計量を可能にします。粉
粒体は、K-トロンが特許を持
つSFTの技術を使用した2つ
の高精度計量チャネルを通
り流れていきます。K-SFM
は、粉体、穀物、ペレット、チ
ップ、繊維など0.2 mm から
10 mmほどのサイズで流動性
の良いあらゆる粉粒体材料に
使用できます。K-SFMはプラスチ
ック、化学、食品、飼料、セメント、石
炭、ガラス、アルミ、穀物など様々な業界の幅広いアプリケ
ーションにおいて使用されています。

アプリケーション例：
生産ライン内の材料フロー制御，充填や排出量の測定，
定量的な粉粒体の流量測定と管理

特徴
>	 能力 2 – 300 t/h
>	 高い精度
>	 メンテナンスフリー
>	 測定前の自動風袋引き
>	 測定中の自動風袋引き
>	 粉粒体は自然落下
>	 可動部品なし
>	 粉粒体のやさしい取扱い
>	 信頼性
>	 シンプルなデザインで分解が容易
>	 粉粒体材料の特性による影響を受けない構造
>	 最先端の計量技術
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モジュラーロス・イン・ウェイト式 モジュラーロス・イン・ウェイト式 
フィーダの解説フィーダの解説

機能と特長 K-トロン コントロール K-トロン コントロール 
モジュール(KCM) モジュール(KCM) 

フィーディング フィーディング 
モジュールモジュール

KCM-IIIは、フィーダのコント
ロール機能とモータードラ
イブや振動フィーダのバイ
ブレータ装置を同期させて
管理することのできるコント
ローラで、IP65 / Nema 4 に
準拠しているためフィーダ
機側に直接取り付けること
ができます。そのため、リモ
ートコントロールパネルへ
の組み込みや、フィーダと制
御室の操作盤の間の配線も
必要ありません。KCMと計量
システムやモータ間の配線
は全てK-トロンの工場で行
われるため、据え付けのた
めの時間やコストを節約す
ることができます。制御室の
操作盤とプロセスライン内
の全てのフィーダとの接続
は、標準のシリアル通信プロ
トコルと単一のケーブルを
使用して行います。防爆区域
では、端子台を設置すること
でリモートコントローラとし
て使用することが可能です。

フィーディングモジュールは
スウィングアウト構造なの
で、各種ユニットの交換、ま
たは洗浄の際にも安全に取
り外すことができます。K-ト
ロンは水平軸アジテータ付
属のスクリュー式フィーディ
ングユニットだけでなく、振
動トレイ、ベルト、バルクソリ
ッドポンプ（BSP）など、あら
ゆるタイプの供給装置を提
供しています。

ホッパーホッパー対称型と非対称型、垂直軸
型アジテータの有無など、用
途や使用する材料の流動特
性に応じて様々なタイプの
ホッパーを選択できます。
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インレット　/ 充填インレット　/ 充填

スマート・フォース・ スマート・フォース・ 
トランスデューサー（SFT）計量技術トランスデューサー（SFT）計量技術

ホッパーの蓋は、供給量と充
填方法（自動もしくは手動）
を考慮して選択します。自動
充填の場合、インレットとベ
ントのサイズは充填速度、
材料の流動特性、ホッパー
サイズに合わせて選定しま
す。上流の充填装置とフィー
ダはフレキで接続します。必
要に応じて、ベント部分には
プレッシャーコンペンセイ
ションを取り付けることもで
きます。

高分解能（800万の1）、偏差
ゼロ、振動及び温度耐性を
備えたK-トロンの計量シス
テムは、最速で最高精度の
重量情報を制御システムに
提供します。SFTの計量技術
は、台秤にもこの図の3点式
秤にも使用されています。

エア / 排気エア / 排気

ギアボックス / ギアボックス / 
モータードライブモータードライブ

排出排出

材料の充填または排出する
プロセスの最中には、ホッパ
ー内と大気との間で空気の
出入りが起こります。ベント
をプラント全体の集塵シス
テムや充填用貯蔵ホッパー
へ接続するか、または付属
の布製フィルターやセルフク
リーニングジェットフィルタ
ーを取り付けて大気との通
路を確保することで、この空
気の動きがロードセルに影
響を与えるのを防ぎます。上
流のホッパーや集塵システ
ムへの接続にはフレキを使
用します。

スクリューフィーダとベルト
フィーダのモータをサーボ
モータに切り替えることで、
単一のギアボックスでも幅
広い供給範囲に対応できる
ようになります。 危険区域で
の使用要件を満たす防爆仕
様の構成も可能です。

排出部分は、オープン垂直
型、クローズド垂直型、プレ
ッシャーコンペンセイション
付属のクローズド垂直型な
どが選択できます。材料交換
の際のキャリブレーションチ
ェックに利用できるサンプリ
ングバルブも取付可能です。

あらゆるアプリケーションに 
対応可能なフィードスクリュー

ツインコンケーブスクリュー
：自由流動性、粘性のある粉体

ツインスクリューツインスクリュー

シングルスクリューシングルスクリュー

ツインオーガスクリュー
：ペレット、ペレットと粉体の混
合物

ツインスパイラルスクリュー
：取扱いの難しい混合品

ダブルスパイラルスクリュー
：ペレット

シングルスパイラルスクリュー 
：ペレット

シングルオーガスクリュー 
（同径チューブ）
：流動性の低い粉体

シングルオーガスクリュー
（大径チューブ）
：大きめのペレット

スクリューフィーディングユニットは、水平軸型アジテー
タを備えたK-トロン独自の半球形構造になっており、幅広
い供給範囲での安定した高精度供給を実現しています。
シングルスクリュー、ツインスクリューともに用途に応じ
て選択可能で、希望の材料、供給量に対応します。
K-トロンのテストラボでは、長年の経験によって蓄積され
たあらゆる材料の供給データを参照することができます。
世界中の施設で材料テストも実施できるため、最適な機
器選定が行えます。
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最寄りのコペリオン事業所を検索


